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市
制

施
行�　

周
年
を
祝
う

４０
先
人
た
ち
の
努
力
に
感
謝

　

１
月　

日
、
文
化
会
館
で
市
制
施
行　

周
年
記
念
式
典

２７

４０

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和　

年
１
月
１
日
に
県
下　

番
目

４２

２０

の
市
と
し
て
人
口
約
４
万
２
千
人
で
流
山
市
が
誕
生
し
て

　

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
式
典
に
は
約
６
０
０

４０人
の
関
係
者
が
参
加
、
各
分
野
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
表
彰
や
健
康
都
市
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

流
山
市
が
市
制
を
施
行

し
て　

年
。
こ
の
間
、
社

４０

会
情
勢
が
著
し
く
変
化
す

る
中
で
、
先
人
の
た
ゆ
ま

ぬ
尽
力
に
よ
っ
て
試
練
や

困
難
を
克
服
し
、
都
市
と

し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

は
じ
め
教
育
、
福
祉
、
生

活
環
境
、
産
業
な
ど
の
各

分
野
に
わ
た
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
市
政
の
発
展
や
文

化
の
向
上
、
保
健
福
祉
の

増
進
、
産
業
の
振
興
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
で
献
身

的
な
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
方
々
１
４
８
人
と
７

団
体
に
表
彰
状
を
、
さ
ら

に　

団
体
に
感
謝
状
が
贈

２５
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
流
山
市
合
唱

連
盟
（
窪
田
道
子
代
表
）

の
皆
さ
ん
に
よ
る
国
歌
斉

唱
の
後
、
流
山
市
民
の
歌

や
同
連
盟　

周
年
記
念
歌

１０

「
空
だ
っ
た
」
で
開
会
。

　

井
崎
市
長
が
「
未
来
の

流
山
の
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
の
す
べ
て
に
最
善
を

尽
く
し
、
市
民
の
力
が
活

き
る
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
た
後
、
中
村
市
議
会
議

長
・
県
市
議
会
議
長
会
長

が
あ
い
さ
つ
、
堂
本
県
知

事
の
祝
辞
を
白
戸
副
知
事

が
代
読
、
続
い
て
衆
・
参

議
院
議
員
を
代
表
し
て
倉

田
参
議
院
議
員
、
近
隣
市

長
を
代
表
し
て
川
井
松
戸

市
長
・
県
市
長
会
長
、
姉

妹
都
市
を
代
表
し
て
立
谷

相
馬
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
。

木
村
弓
さ
ん
が 

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
市
内
在
住
の
音
楽

家
・
木
村
弓
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
式
典
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。
日
本

古
謡
の「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

や
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
の

「
ア
イ
・
ビ
リ
ー
ブ
」
な

ど
の
名
曲
が
木
村
さ
ん
の

透
き
通
っ
た
歌
声
で
披
露

さ
れ
参
加
者
を
魅
了
し
ま

し
た
。
木
村
さ
ん
は
宮
崎

駿
監
督
作
品
「
千
と
千
尋

の
神
隠
し
」
の
主
題
歌

「
い
つ
も
何
度
で
も
」
を

作
曲
し
て
歌
い
、
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
金
賞
や
日
本

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
題
歌
賞

を
受
賞
。
詩
人
谷
川
俊
太

郎
氏
と
共
作
し
た
「
世
界

の
約
束
」
が
再
び
宮
崎
監

督
の「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」

の
主
題
歌
と
し
て
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年　

月
に

１０

発
表
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム「
翼
」

は
、
収
益
の
一
部
が
難
病

の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ
シ

ュ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
に

寄
付
さ
れ
る
な
ど
社
会
活

動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
街
づ
く
り
を

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
街
へ

　

市
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
の
席
上
、

４０

「
健
康
都
市
宣
言
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
市
民
の
健
康
増
進
を
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
に
据
え
、
健
康
を
取
り
巻

く
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

　

年　

月
か
ら
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

１８

１０

意
見
な
ど
を
募
集
し
て
素
案
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
も
の
で
す
。
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趣
意
書

趣
意
書 

　

「
健
康
」
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
私
た
ち
市
民
共

通
の
願
い
で
す
。

　

社
会
が
発
展
し
、
豊
か

で
便
利
な
生
活
が
お
く
れ

る
よ
う
に
な
る
一
方
、
穏

や
か
で
健
康
な
生
活
を
お

く
る
こ
と
に
は
、
い
く
つ

か
の
課
題
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止

な
ど
の
環
境
問
題
、
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
の
増
大
、

食
生
活
の
変
化
に
よ
る
栄

養
の
偏
り
、
人
々
の
ふ
れ

あ
い
の
減
少
か
ら
く
る
社

会
生
活
へ
の
不
安
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

流
山
市
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
に

よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
中
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
創
出
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
推
進
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
社
会
参
加
の

促
進
、
栄
養
改
善
や
病
気

の
予
防
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
自
主
防
災
・
防
犯

活
動
の
充
実
、
市
民
交
流

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

増
進
等
の
各
分
野
に
お
い

て
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
定
め
た
「
世
界
保

健
機
関
憲
章
」
で
は
、
そ

の
前
文
に
お
い
て
、
健
康

と
は
、「
単
に
疾
病
や
虚
弱

が
な
い
こ
と
で
は
な
く
、

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会

的
に
完
全
に
満
足
の
い
く

状
態
を
指
し
、
健
康
は
人

間
の
基
本
的
権
利
で
あ
り
、

到
達
可
能
な
限
り
の
高
度

な
健
康
水
準
を
達
成
す
る

こ
と
は
、
全
て
の
人
間
の

基
本
的
権
利
の
ひ
と
つ
で

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
進

め
て
い
る
「
健
康
都
市
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
で
は
、

健
康
を
個
人
の
責
任
と
し

て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
都
市
そ
の
も
の
を
健

康
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

精
神
を
尊
重
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
に
宣
言
し

て
き
た
「
市
民
憲
章
」
と

「
平
和
都
市
宣
言
」
の
精

神
を
継
承
し
、
市
民
の
健

康
の
維
持
、
回
復
及
び
増

進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

福
祉
や
環
境
、
教
育
や
文

化
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

産
業
振
興
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
が
連
携
し
て
「
健

康
都
市
」
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
、
市
制

　

周
年
を
契
機
と
し
て
、

４０こ
こ
に
健
康
都
市
を
宣
言

す
る
も
の
で
す
。

健康都市宣言文
　

　私たちは、ＷＨＯ（世界保健機関）憲

章の精神を尊重して、市民一人ひとりが

健康で楽しく、いきいきと暮らすことが

できることを願い、ここに「健康都市」

を宣言します。
　

一　豊かな自然環境は、私たちの健康に

大きなかかわりをもっています。こ

れを大切にし、共生できる健康なま

ち流山をめざします。
　

一　一人ひとりが健康の維持・回復・増

進に向けた意識をもち、健康で規則

正しい生活のおくれる健康なまち流

山をめざします。
　

一　多様な分野が連携して、市民参加の

もと、地域の中でともに支えあい、

人と環境にやさしい健康なまち流山

をめざします。

　会場がひとつになって「流山市民の歌」を合唱
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所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

場
合
は
、
銀
行
の
口
座
番
号

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
郵
送
で
も
受
け
付
け
】

　

確
定
申
告
書
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
郵
送
す

る
場
合
は
、
記
入
済
み
の
申

告
書
と
控
え
（
ボ
ー
ル
ペ
ン

書
き
）、
そ
の
他
の
必
要
書

類
、
申
告
書
の
控
え
を
返
送

す
る
た
め
の
封
筒
（
切
手
を

貼
り
、差
出
人
の
住
所
、氏
名

を
明
記
）を
同
封
し
、〒
２
７

１
―
８
５
３
３
松
戸
市
小
根

本　

―
３
松
戸
税
務
署
へ
。

５３
�

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
市
・
県
民
税
の

１９課
税
が
大
幅
に
変
更
と
な
り

ま
す
。
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

�
　

地
方
公
共
団
体
の
自
由
度

を
高
め
、
地
域
の
特
性
に
あ

っ
た
施
策
を
進
め
る
た
め
の

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

国
か
ら
地
方
へ
の
「
税
源
移
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�������

税
法
の
改
正
事
項

税
法
の
改
正
事
項

市
・
県
民
税
の
税
率
が

一
律　

％
に

１０

譲
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、

市
・
県
民
税
は
、
課
税
所
得

金
額
に
応
じ
て
「
５
％
」、

「　

％
」、「　

％
」
の
３
段

１０

１３

階
の
税
率
か
ら
、
平
成　

年
１９

度
課
税
分
（
平
成　

年
所
得

１８

分
）
以
後
に
「
一
律　

％
」

１０

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
っ
て
所

得
税
の
税
率
変
更
（
平
成　
１９

年
所
得
分
以
後
）
や
人
的
控

除
の
差
額
調
整
な
ど
の
減
額

措
置
を
行
う
こ
と
で
、
納
税

義
務
者
の
市
・
県
民
税
と
所

得
税
の
合
計
の
税
負
担
は
変

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

�
　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在

１７

　

歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計

６５所
得
が
１
２
５
万
円
（
公
的

年
金
収
入
額
に
換
算
し
て
２

４
５
万
円
）
以
下
の
方
に
適

用
さ
れ
て
い
た
市
・
県
民
税

の
非
課
税
措
置
が
、
平
成　
１８

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成　

年
度
は
市
・
県
民
税

１８

市
・
県
民
税
の
非
課
税

範
囲
の
見
直
し

額
の
３
分
の
２
、
平
成　

年
１９

度
は
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ

ま
す
が
、
平
成　

年
度
か
ら

２０

は
減
額
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。

�
　

景
気
対
策
の
た
め
に
導
入

さ
れ
て
い
た
「
定
率
減
税
」

が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
は
、
平
成　
１９

年
度
以
降
、
税
額
の
７
・
５

％
相
当
額（
限
度
額
２
万
円
）

の
減
額
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
は
こ
れ
ま
で

税
額
の　

％
相
当
額
（
限
度

２０

額　

万
円
）だ
っ
た
減
額
を
、

２５
平
成　

年
分
は
税
額
の　

％

１８

１０

相
当
額
（
限
度
額　

万
５
千

１２

円
）
と
な
り
平
成　

年
分
以

１９

降
は
減
額
が
な
く
な
り
ま
す
。

定
率
減
税
の
廃
止
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市
・
県
民
税
の
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告

申
告
は
お
早
め
に

２
月　

日
・　

日
の
日
曜
も
受
け
付
け

１８

２５

２／１６～３／１５

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間
は
、
今
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま

１６

１５

で
で
す
（
松
戸
税
務
署
で
は
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を

す
で
に
受
け
付
け
中
）。
市
で
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
と
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で

年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
方
、
ま
た
、
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除

等
の
簡
単
な
確
定
申
告
に
つ
い
て
、自
書
作
成
に
関
す
る
相
談
と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

２
月　

日
と　

日
の
日
曜
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
は
な
る

１８

２５

べ
く
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

税理士会松戸支部による無料相談
　確定申告について相談することができる税理士
会の無料相談を、下表のとおり市内３会場で行い
ます。

問
い
合
わ
せ

　

市
・
県
民
税
に
つ
い

て
…
市
民
税
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
３

　

所
得
税
に
つ
い
て
…
松

戸
税
務
署
�
０
４
７
―

３
６
３
―
１
１
７
１

申告受け付け・市職員による相談
流山市役所第２庁舎３階会議室会　場
２月１６日�～３月１５日�（土・日曜を除く）
ただし２月１８日�・２５日�は実施

期　日

９時３０分～１２時、１３時～１６時時　間
◎市民税・県民税の申告が必要な方
◎次の確定申告書の記載方法の自書作成指
導と受付収受

　○給与所得者で医療費控除などを受ける
方

　○中途退職等により年末調整が済んでい
ない方

　○所得が公的年金だけで申告が必要な方
※上記以外の、青色申告や譲渡所得、住宅
借入金等特別控除、事業所得、不動産所得、
相続税、贈与税の相談などは行っていませ
ん。松戸税務署へご相談ください

対象と
なる方

流山市役所
第２庁舎
３階会議室

北部公民館初石公民館会　場

２月１６日�
　～２６日�

（土・日曜を除く）

２月１４日�
　・１５日�

２月１日�
　・２日�

期　日

９時３０分～１２時、１３時～１６時
　※混雑状況により、相談の受け付けを３０分から１
時間前に締め切る場合があります

時　間

◎次の確定申告書の記載方法の自書作成指
導と受付収受

　○小規模納税者の所得税および消費税の
申告

　○給与所得者で医療費控除などを受ける
方

　○中途退職等により年末調整が済んでい
ない方

　○所得が公的年金だけで申告が必要な方
※上記以外の、青色申告や譲渡所得、住宅
借入金等特別控除、事業所得、不動産所得、
相続税、贈与税の相談などは行っていませ
ん。松戸税務署へご相談ください

対象と
なる方

□問 松戸税務署�０４７－３６３－１１７１

　

こ
と
し
１
月
１
日
現
在
の

住
所
が
流
山
市
に
あ
り
、
税

法
上
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な

い
方
は
、
確
定
申
告
か
市
・

県
民
税
の
申
告
の
ど
ち
ら
か

一
方
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

所
得
税
を
計
算
し
て
納
税

と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
確

定
申
告
が
、
所
得
税
額
の
な

い
方
は
市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
給

与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
て
、
な
お
か

つ
年
末
調
整
を
済
ま
し
て
い

る
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
申
告

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
人
の
市
・
県
民
税
は
、

前
年
の
所
得
（
市
・
県
民
税

申
告
書
や
確
定
申
告
書
、
会

社
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書

な
ど
）
に
基
づ
き
、
市
が
税

額
を
計
算
し
て
納
税
者
に
通

知
し
、
そ
の
通
知
書
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に

納
税
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
方
】

　

平
成　

年
中
の
所
得
等
の

１８

状
況
が
、
次
の
①
〜
⑨
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（
た

だ
し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
ま
た
は

提
出
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。①
給

与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉

徴
収
票
）
が
市
に
提
出
さ
れ

て
い
な
い
②
給
与
所
得
者
で
、

主
た
る
給
与
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が　

万
円
以
下
で
あ

２０

る
（　

万
円
を
超
え
る
場
合

２０

は
、
確
定
申
告
が
必
要
）
③

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど

の
所
得
が
あ
る
④
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
し
て
い
る
⑤
平
成　

年
１８

中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
て
い
な
い
⑥
恩
給
、
年
金

な
ど
の
受
給
者
で
支
払
先
か

ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い

⑦
住
所
は
流
山
市
以
外
に
あ

る
が
、
事
務
所
や
事
業
所
、

家
屋
敷
を
流
山
市
内
に
有
す

る
⑧
平
成　

年
中
、
夫
が
単

１８

身
赴
任
を
し
て
い
る
、
別
世

帯
の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
⑨
平
成　

年
中
に
病
気
、

１８

失
業
、
廃
業
、
学
生
等
で
所

得
が
な
か
っ
た
―
な
ど
。

【
申
告
受
け
付
け
・
市
職

員
に
よ
る
相
談
】

　

別
表
参
照
。

【
申
告
書
】

　

昨
年
に
市
・
県
民
税
申
告

を
さ
れ
た
方
へ
、
市
か
ら
申

告
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
申

告
が
必
要
な
方
で
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、

市
民
税
課
ま
た
は
各
出
張
所

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

申
告
書
、
印
か
ん
、
添
付

書
類
と
し
て
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
や
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
や

損
害
保
険
の
支
払
い
の
あ
る

方
は
生
命
保
険
・
個
人
年
金

・
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書
、

国
民
年
金
の
支
払
い
の
あ
る

方
は
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
等
、

寄
付
金
の
支
払
い
の
あ
る
方

は
寄
付
金
の
支
払
証
明
書
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料

等
の
社
会
保
険
料
控
除
に
該

当
す
る
支
払
い
が
あ
っ
た
方

は
、
そ
の
支
払
額
を
把
握
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
保

育
所
の
入
所
申
請
や
私
立
幼

稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の

交
付
申
請
を
す
る
等
の
際
に

必
要
に
な
る
税
関
係
の
各
証

明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た

申
告
書
は
、
国
民
健
康
保
険

料
の
算
定
資
料
や
各
種
扶
助

給
付
を
受
け
る
際
の
基
礎
資

料
に
も
な
り
ま
す
。

【
郵
送
で
も
受
け
付
け
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
市
民
税
課
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
が
必
要
な
方
】

　

平
成　

年
中
に
①
給
与
収

１８

入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え

る
②
給
与
所
得
以
外
の
各
種

所
得
金
額
の
合
計
額
が　

万
２０

円
を
超
え
る
③
給
与
の
支
払

い
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
④
譲
渡
所
得
が
あ
る

―
な
ど
の
方
（
各
種
課
税
の

特
例
を
受
け
る
場
合
も
申
告

が
必
要
）。

【
確
定
申
告
で
所
得
税
が 

戻
る
方
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
に
な

っ
て
い
る
方
。
①
給
与
所
得

者
で
、
医
療
費
控
除
や
雑
損

控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
②
平
成　

年
の
中
途

１８

で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し

て
お
ら
ず
年
末
調
整
を
受
け

て
い
な
い
③
退
職
所
得
を
含

め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

か
ら
定
率
減
税
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
―
な
ど
。

【
申
告
会
場
】

　

松
戸
税
務
署
で
受
け
付
け

ま
す
。
※
松
戸
税
務
署
に
は

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

【
申
告
書
】

　

確
定
申
告
に
必
要
な
用
紙

は
税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

て
き
て
い
る
方
は
、
必
ず
そ

の
用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

h
ttp
:/
/

ペ
ー
ジ
（ 
   
  
 

w
w
w
.

 
 
 
  

n
ta
.g
o
.jp

 
  
  
 
   

）
の
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
作
成
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
な
お
、
申
告
期

間
中
は
市
役
所
市
民
税
課
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

確
定
申
告
も
、
お
お
む
ね

市
・
県
民
税
の
申
告
と
同
じ

で
す
が
、
自
営
の
方
は
決
算

書
も
し
く
は
収
支
内
訳
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

雑
損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
場

合
は
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
税
務
署
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
還
付
が
発
生
す
る
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
応
援

�

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け

児
童
扶
養
手
当

医
療
費
等
助
成
制
度

児
童
扶
養
手
当

　

母
親
と
子
ど
も
だ
け
の

世
帯
ま
た
は
母
親
に
代
わ

っ
て
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
は
、
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
資
格
が
あ
り
ま

す
の
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
公
的
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消

し
、
父
と
生
計
を
共
に
し

な
い
児
童
②
父
が
死
亡
し

た
児
童
③
父
が
一
定
以
上

の
障
害
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童
⑤
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
⑥
父
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童
―
な
ど
を
養
育
し
て

い
る
方
。

母
子
家
庭
等
医
療

費
等
助
成
制
度

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
お
よ
び
両
親
の

い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
と
そ
の
児
童
に
対

し
、
医
療
費
を
助
成
し
ま

す
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

市
内
に
居
住
し
、
か
つ

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、

健
康
保
険
の
被
保
険
者
ま

た
は
被
保
険
者
の
被
扶
養

者
。

　

※
「
児
童
扶
養
手
当
」、

「
母
子
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
制
度
」
と
も
対
象
に

な
る
の
は
、　

歳
に
達
す

１８

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
に
あ
る
児
童
。

３１

な
お
、
所
得
制
限
は
別
表

の
と
お
り

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

小
学
校
就
学
前
児
を
対
象
に

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援

の
一
助
と
し
て
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
を
設
け
、

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
医
療
費
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
対

象
と
な
る
乳
幼
児
へ
受
給

券
を
発
行
し
、
そ
の
受
給

券
と
保
険
証
を
病
院
の
窓

口
に
提
示
す
る
と
、
一
定

の
金
額
を
支
払
う
だ
け
で

助
成
が
受
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　

▽
対
象
＝
市
内
に
住
所

を
有
し
、
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
り
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児

▽
助
成
内
容
＝
健
康
保
険

適
用
分
の
通
院
・
入
院
の

医
療
費
お
よ
び
調
剤
等

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

産
後
の
マ
マ
を
お
手
伝
い

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
、
家
事
な
ど

　

出
産
直
後
の
赤
ち
ゃ
ん

の
お
風
呂
、
家
事
や
買
い

物
、
そ
の
他
ち
ょ
っ
と
し

た
援
助
が
必
要
な
方
は
、

「
産
じ
ょ
く
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

市
内
に
は
、
産
じ
ょ
く

期
（
分
娩
時
か
ら
母
体
が

妊
娠
前
の
状
態
に
回
復
す

る
ま
で
の
期
間
）
の
方
を

対
象
に
、
家
事
な
ど
を
手

伝
う
方
を
派
遣
す
る
事
業

者
が
い
ま
す
。

　

利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

子
育
て
支
援
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
設

置
し
て
い
る
「
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
参
考
に
、

事
業
者
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２
／
保

健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―
０
３
３
１

小
規
模
工
事
の
業
者
登
録

受
付
期
間
は　

日
〜　

日

１３

２６

　

市
で
は
、
市
が
発
注
す

る
入
札
の
対
象
と
な
ら
な

い
１
３
０
万
円
以
下
の
小

規
模
工
事
の
受
注
を
希
望

す
る
市
内
業
者
の
登
録
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
建
設

業
法
に
よ
る
許
可
が
な
く

て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

た
だ
し
、「
ち
ば
市
町
村

共
同
利
用
電
子
調
達
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
り
、
市
に
平

成　

・　

年
度
競
争
入
札

１９

２０

参
加
資
格
審
査
申
請
（
電

　

市
で
は
、
高
校
へ
進
学

す
る
が
学
費
の
支
払
い
が

困
難
と
い
う
生
徒
の
た
め

に
、「
奨
学
金
給
付
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
＝
次

の
要
件
（
①
〜
⑦
）
を
す

べ
て
満
た
す
方
…
①
市
内

に
１
年
以
上
在
住
し
て
い

る
②
高
校
入
学
者
ま
た
は

在
学
者
で
あ
る
③
学
力
優

秀
で
卒
業
の
見
込
み
が
あ

る
④
学
費
の
支
払
い
が
困

難
で
あ
る
⑤
他
の
奨
学
金

公立高校・私立高校

奨学金の給付制度
学費の支払い困難な生徒を対象に

を
受
け
て
い
な
い
⑥
在
校

し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦

が
あ
る
⑦
連
帯
保
証
人
が

２
人
い
る
▽
給
付
金
額（
月

額
）
／
募
集
人
員
＝
①
公

立
高
校
生
…
８
５
０
０
円

／　

人
程
度
②
私
立
高
校

１０
生
…
１
万
円
／
２
人
程
度

▽
申
し
込
み
＝
３
月
１
日

か
ら
３
月　

日
ま
で
に
教

３０

育
総
務
課
へ
※
同
課
窓
口

で
申
請
書
を
配
布
中

　

□問
 

教
育
総
務
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
３

保
険
料
の
控
除
証
明
書

税
申
告
に
添
付
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
は
、
１
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

等
の
添
付
や
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
控
除
証
明
書
（
ハ

ガ
キ
）
は
、
２
月
上
旬
に

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
（
平
成　

年　

月

１８

１０

３
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１２

３１

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方

が
対
象
）。

　

確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書

や
領
収
証
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
社
会
保
険
事
務

局
・
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
）
�
０
５
７
０
―
０
０

―
９
９
１
１
／
Ｉ
Ｐ
電
話

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
４
５

―
３
２
６
―
１
８
４
０

　

全
国
ど
こ
の
市
町
村
で

も
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

の
住
民
票
の
写
し
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
「
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
ご
存 

知
で
す
か
。

　

こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
と
、
転
入
・
転
出
手
続

き
の
際
に
、
転
出
届
を
郵

送
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

市
民
課
・
出
張
所
で
交
付
中

子
申
請
）を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
申
請
す
る
予
定
の

方
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
申
請
書
（
無
料
）
配

布
・
受
付
期
間
／
時
間
＝

２
月　

日
�
〜　

日
�
／

１３

２６

９
時
〜　

時
（
土
・
日
曜

１７

を
除
く
）
▽
申
請
書
配
布

・
受
付
場
所
＝
管
財
課
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

転
入
時
に
一
度
だ
け
窓
口

に
行
く
こ
と
で
手
続
き
が

済
み
大
変
便
利
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
は
、「
顔
写
真
付
き
」
と

「
顔
写
真
な
し
」
の
２
種

類
が
あ
り
、
顔
写
真
付
き

カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

▽
カ
ー
ド
の
交
付
手
数

料
＝
５
０
０
円
（
顔
写
真

付
き
カ
ー
ド
も
同
額
）
▽

カ
ー
ド
の
有
効
期
間
＝　
１０

年
間
※
た
だ
し
、
市
外
へ

の
転
出
や
住
民
票
コ
ー
ド

の
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、

有
効
期
間
内
で
も
カ
ー
ド

は
失
効
し
ま
す
▽
交
付
手

続
き
＝
別
表
の
と
お
り

�
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
役
所
へ
の
電
子
申

請
な
ど
を
安
全
に
行
う
た

め
に
使
用
す
る
「
電
子
証

明
書
」
を
発
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

利
用
者
が
電
子
証
明
書

を
使
う
こ
と
で
、
他
人
に

よ
る
成
り
済
ま
し
申
請
や

通
信
途
中
で
の
改
ざ
ん
な

ど
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
行

政
手
続
き
が
行
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

　

電
子
証
明
書
は
、
手
数

料
５
０
０
円
で
市
民
課
で

交
付
し
て
い
ま
す
。
申
請

方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

市
民
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
５

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス　
　

受給資格者本人・扶養義務者の所得制限額
扶養義務者本　人扶養親族の人数
２,３６０,０００円１,９２０,０００円０人
２,７４０,０００円２,３００,０００円１人
３,１２０,０００円２,６８０,０００円２人
３,５００,０００円３,０６０,０００円３人
３,８８０,０００円３,４４０,０００円４人
４,２６０,０００円３,８２０,０００円５人

国民年金
住民基本台帳カードの交付手続き

持ってくるもの手続きの場所手続きできる方

・本人を確認できる書類
（運転免許証、保険証など）
・「顔写真付きカード」を希望の
場合は、本人の顔写真（６カ月以
内に撮影した無帽、正面、無背景
のもの。縦４.５cm×横３.５cm）１枚
・代理人申請の場合は委任状

市役所または
出張所

本人または
代理人　　

カードの
交付申請１

カード交付通知書（兼照会書）を、市役所または出張所から本人宛てに
郵送します。２

・本人を確認できる書類
　（運転免許証、保険証など）
・カード交付通知書（兼照会書）

市役所または
出張所（申請
した場所）

本　人
カードの
受け取り３

※カードの受け取りは、申請手続きを行った場所で、原則本人のみです。病気や身
体の障害等、やむを得ない理由で市役所等への来庁が困難な場合はご相談ください
※運転免許証など官公庁が発行した顔写真付きの身分証明書をお持ちの上、本人が
市役所で交付申請をしたときには即日交付となります
※カード受け取りの際に、本人に暗証番号（４桁）のカード読み取り装置への入力
をしていただきます（暗証番号は誕生日等を避けてください）
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平成１９年２月１日（木曜日）　　　（　）４

収
穫
が
半
減
す
る
連
作
障

害
を
発
生
す
る
の
で
、
昭

和　

年
頃
か
ら
野
菜
は
、

４０
カ
ブ
、
ネ
ギ
、
エ
ダ
マ
メ

に
転
換
。
現
在
は
、
ネ
ギ

を
主
体
に
、
冬
場
は
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
、
勝
は
言
う
。

　

森
田
農
園
の
ネ
ギ
の
周

年
生
産
の
サ
イ
ク
ル
は
、　

①
３
月
に
種
ま
き
し
て
６

月
に
定
植
、
９
月
〜　

月
１２

出
荷
の
秋
冬
ネ
ギ
。
②
６

月
に
種
ま
き
、
９
月
に
定

植
、
翌
年
３
月
〜
４
月
に

出
荷
の
春
ど
り
。③
５
月
。

ウ
イ
ル
ス
・
フ
リ
ー
「
坊

主
知
ら
ず
」
ネ
ギ
の
苗
を

仮
植
え
、
翌
年
５
月
に
出

荷
。
④　

月
〜　

月
。
種

１０

１１

ま
き
、翌
年
３
月
に
定
植
、

６
月
〜
７
月
に
出
荷
の
夏

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２３）�

上
貝
塚
の
ネ
ギ
農
家�

流山フィルムコミッションを通じて、市役所などで撮影された「潜入刑事らんぼう２」が、２月６日�２１時から２２時５４分
まで日本テレビで放送される予定です。

　

守
谷
街
道
沿
い
の
若
葉

台
団
地
を
抜
け
る
と
、
冬

で
も
青
々
と
し
た
長
ネ
ギ

畑
が
広
が
る
農
村
風
景
が

残
っ
て
い
る
。
森
田
農
園

は
有
機
肥
料
中
心
な
の
で
、

太
く
、
柔
ら
か
く
、
味
が

よ
い
の
で
評
判
の
ネ
ギ
で

あ
る
。

　

昭
和　

年
か
ら　

年
頃

２０

４０

ま
で
、「
上
貝
塚
出
荷
組

合
」
が
、
こ
こ
か
ら
流
山

特
産
の「
ま
る
貝
み
つ
ば
」

を
出
荷
し
て
い
た
。
組
合

員
は
小
谷
良
雄
組
合
長
以

下
、
染
谷
元
次
、
染
谷
昌

一
、
染
谷
勇
吉
、
染
谷
源

一
、
新
倉
藤
一
、
森
田
俊

一
ほ
か
数
名
の
農
家
。
一

束
毎
に「
ま
る
貝
み
つ
ば
」

の
短
冊
を
挟
ん
で
出
荷
し

て
い
た
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
囃
子
に
の
っ
て
獅
子
舞

や
お
神
楽
が
舞
わ
れ
、
夜

に
は
、
雨
の
中
、
次
の
当

番
の
お
宅
ま
で
「
送
り
こ

み
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

弓
を
射
る
な
ど
行
事
に
参

加
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら

 
直  
会 
が
始
ま
り
ま
す
。
会

な
お 
ら
い

場
に
は
、
松
の
盆
栽
と
、

大
根
の
胴
体
に
流
山
名
産

の
ネ
ギ
で
首
を
つ
け
た
鶴
、

聖
護
院
大
根
と
い
う
丸
い

大
根
を
半
分
に
し
て
ゴ
ボ

ウ
で
頭
を
つ
く
っ
た
亀
を

一
緒
に
飾
り
ま
す
。
赤
城

　

１
月　

日
、
鰭
ケ
崎
の

２０

雷
神
社
で
市
指
定
無
形
文

化
財
の
お
び
し
ゃ
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

「
お
び
し
ゃ
」
と
い
う
名

前
は
弓
を
射
る
「 
歩  
射 
」

ぶ 
し
ゃ

か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
鰭
ケ
崎
お
び

し
ゃ
行
事
は
、
江
戸
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
、
同
保
存
会
（
渡

辺
繁
会
長
）
が
運
営
し
て

い
ま
す
。
社
殿
の
中
で
七

福
神
に
扮
装
し
た
こ
と
し

の
当
番
か
ら
裃
姿
の
来
年

の
当
番
へ
と
杯
を
交
わ
し
、

「
ト
ウ
渡
し
」
と
い
う
当

番
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
が
終
る
と
、

い
よ
い
よ「
的
撃
ち
」。
神

社
の
社
殿
前
か
ら
鳥
居
の

方
向
に
立
て
ら
れ
た
赤
鬼
、

青
鬼
が
描
か
れ
た
的
に
向

か
っ
て
矢
を
射
ま
す
。
井

崎
市
長
も
的
に
向
か
っ
て

百
人
一
首
の
パ
ネ
ル
、
ま

た
着
物
と
い
っ
た
「
和
」

の
飾
り
が
施
さ
れ
、
大
会

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
中
に
は
下
の
句
の

札
を
見
つ
け
る
の
が
早
い

生
徒
も
い
て
、
読
み
始
め

た
と
た
ん
に「
ハ
イ
ッ
！
」

と
札
を
取
り
ま
す
。

　

大
会
の
終
了
後
に
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
お
汁
粉
が
生
徒
た
ち
に

小
学
生
が
昔
遊
び

子
ど
も
た
ち
に
中
高
年
者
が
伝
授

ル
ー
ル
も
遊
び
道
具
も
創

意
工
夫
が
必
要
だ
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
る
の
が
い
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
八
木
北
小

１９

学
校
で
１
年
生
を
対
象
に

「
昔
遊
び
の
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

子
ど
も
た
ち
に
昔
遊
び

を
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
、

八
木
北
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
松
原
輝
夫
会
長
）

の
皆
さ
ん
。
あ
や
と
り
や

お
手
玉
、
お
は
じ
き
、
け

ん
玉
、
こ
ま
、
ビ
ー
玉
、

メ
ン
コ
、
石
け
り
、
竹
馬
、

缶
ポ
ッ
ク
リ
な
ど
が
教
室

や
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
フ
リ
ー
参
観

日
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

松
原
会
長
は
「
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
と
違
い
昔
遊
び
は

　

１
月　

日
、
新
春
恒
例

１３

の
消
防
出
初
式
が
文
化
会

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
＝

写
真
。

　

当
日
は
、
市
消
防
職
員

や
消
防
団
員
な
ど
約
６
０

０
人
と
消
防
車
両
約　

台
３５

が
参
加
し
ま
し
た
。
始
め

は
南
流
山
幼
稚
園
の
園
児

　

人
に
よ
る
お
遊
戯
。
揃

８２い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、「
チ

ャ
ン
ピ
オ
ー
ネ
」、「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
の
曲
に
合
わ
せ

息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
戦
消
防
操
法
の
演
技

を
行
っ
た
の
は
、
昨
年
９

月
に
行
わ
れ
た
第　

回
市

１５

消
防
団
実
戦
消
防
操
法
大

会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

優
勝
し
た
第　

分
団
の
皆

２０

さ
ん
。
消
防
演
習
に
は
、

車
両
６
台
と　

人
の
消
防

２３

職
員
、
消
防
団
か
ら
は
第

出
初
式
に
６
０
０
人

園
児
か
ら
団
員
ま
で
力
強
く

出
動
、
わ
ず
か
数
分
で
救

出
し
ま
し
た
。
車
内
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
出

活
動
で
は
、
ド
ア
と
屋
根

が
切
り
離
さ
れ
る
な
ど
、

普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
作
業
に
来
場
者
も
息
を

の
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　

凧
の
で
き
ば
え
や
あ
が

り
具
合
を
競
う
「
親
子
た

こ
あ
げ
大
会
」
が
、
１
月

　

日
、
江
戸
川
河
川
敷
で

１４行
わ
れ
、
約
３
５
０
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
伝
統

的
な
正
月
遊
び
で
あ
る
凧

あ
げ
を
通
し
て
、
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
と
、

流
山
市
青
少
年
育
成
会
議

（
樫
村
あ
い
子
会
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

吹
き
抜
け
る
強
風
の
中
、

す
ぐ
に
風
を
捉
え
、
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
凧
を
操
る

子
ど
も
た
ち
。
色
と
り
ど

り
の
凧
は
、
青
い
空
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
小
さ

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
風
に
巻
か

れ
た
凧
が
絡
み
合
い
墜
落

す
る
も
の
も
あ
り
、
親
子

で
力
を
合
わ
せ
何
度
も
挑

戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
凧
を
あ
げ
た
後
は
、

参
加
者
全
員
で
河
川
敷
の

ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
流

山
警
察
署
の
協
力
に
よ
り

パ
ト
カ
ー
が
置
か
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
運
転
席
に
乗

り
込
み
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
な
が
ら
、
記
念
撮
影
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し 

た
。

鰭
ケ
崎
の
お
び
し
ゃ

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
承
を
現
代
に

中
学
生
が
百
人
一
首

伝
統
文
化
を
テ
ー
マ
に
大
会

日
間
、
南
部
中
学
校
で
百

人
一
首
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

総
合
的
な
学
習
の
柱
の

一
つ
と
し
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。　

会
場
の

武
道
場
に
は
、
美
術
部
の

生
徒
が
作
っ
た
、
２
メ
ー

ト
ル
四
方
の
武
者
絵
や
、

５
方
面
隊
の
第　

・　

・

１８

１９

　

分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

２１
　

文
化
会
館
の
屋
上
に
い

る
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
助

す
る
た
め
、
は
し
ご
車
が

消
防
に
車
両
を
寄
贈

池
森
さ
ん
か
ら
８
人
乗
り
ワ
ゴ
ン

に
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
。
消
防
で
は
、
こ
れ

ま
で
事
務
用
連
絡
車
が
小

さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

複
数
の
車
両
に
分
乗
し
て

　

収
蔵
資
料
「
な
が
れ
や

ま
の
民
話
」
原
画
展
が
博

物
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
月　

日
に
は
「
な
が
れ

２１

や
ま
栞
」
に
よ
る
民
話
の

語
り
が
行
わ
れ
、
巧
み
な

語
り
口
で
見
学
者
を
魅
了

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

次
回
は
、
２
月
４
日
�

・　

日
�　

時
と　

時
に

１１

１１

１４

行
わ
れ
ま
す
。
展
示
さ
れ

て
い
る
原
画
は
、「
朝
ね
ぼ

う
の
観
音
さ
ま
」
や
「
流

れ
て
き
た
山
」な
ど
９
話
。

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

絵
と
語
り
で

絵
と
語
り
で　

民
話
の
世
界
へ

民
話
の
世
界
へ

　

平
成
５
年
に
市
内
在
住

の
漫
画
家
・
お
の
・
つ
よ

し
さ
ん
に
、
市
が
依
頼
し

て
描
い
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
同
展
は
２
月　
１２

日
�振
 

ま
で
。

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４　

　

１
月　

日
、
市
内
に
お

１７

住
ま
い
の
池
森
政
治
さ
ん

か
ら
消
防
本
部
事
務
用
連

絡
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
森
さ
ん
は
、
株
式
会

社
フ
ァ
ン
ケ
ル
美
健
の
相

談
役
と
し
て
、
流
山
工
業

団
地
協
同
組
合
を
通
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
流
山
市
防
火

安
全
協
会
の
活
動
に
支
援

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

「
消
防
の
役
に
立
て
て
ほ

し
い
」
と
８
人
乗
り
ト
ヨ

タ
ボ
ク
シ
ー
を
消
防
本
部

　

１
月　

日
と　

日
の
２

１１

１２

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
熱
々
の
甘
い
お

汁
粉
で
、
百
人
一
首
で
使

っ
た
頭
と
身
体
の
疲
れ
を

と
り
、
遊
び
と
食
べ
も
の

と
の
両
方
で
日
本
の
伝
統

文
化
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

凧
あ
げ
に
３
５
０
人

パ
ト
カ
ー
で
の
記
念
撮
影
も

訓
練
会
場
な
ど
に
移
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

寄
贈
に
よ
り
効
率
よ
く
職

・
団
員
の
搬
送
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
井
崎
市
長

は
、「
市
民
の
安
全
安
心
の

た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
意

を
述
べ
ま
し
た
＝
写
真
。

（　）　　 第１１３１号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

昨
年
９
月
、
流
山
市
剣

道
連
盟
の
９
番
目
の
支
部

と
し
て
誕
生
し
た
初
石
支

部
の
支
部
長
・
佐
藤
�
一

さ
ん
。
西
初
石
小
学
校
の

体
育
館
で
、
木
曜

の
夜
と
、
土
曜
の

午
前
中
に
、
小
学

生
や
成
人
を
対
象

に
稽
古
を
始
め
た
。

自
治
会
の
掲
示
板

な
ど
で
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ

「
ま
っ
た
く
初
め

て
な
ん
で
す
が
…
」

と
年
配
の
初
心
者

が
応
募
し
て
き
た
。

「
団
塊
の
世
代
が

大
量
に
退
職
」
す
る
と
実

感
し
た
。
剣
道
の
指
導
は

地
域
教
育
と
語
る
佐
藤
さ

ん
は
、「
子
ど
も
を
家
庭
に

帰
し
た
い
」
と
日
曜
に
は

稽
古
を
し
な
か
っ
た
。
中

高
年
の
初
心
者
の
た
め
に

「
安
全
安
心
剣
道
・
杖
道
・

居
合
道
」
を
日
曜
に
始
め

て
５
カ
月
。
佐
藤
さ
ん
自

身
も
杖
道
は
初
め
て
。　
１０

年
後
、
杖
を
つ
き
な
が
ら

神
社
ま
で
散
歩
し
て
境
内

で
素
振
り
を
し
て
帰

る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
昭
和
８

年
生
ま
れ
の
佐
藤
さ

ん
は
、
当
時
小
学
校

５
年
生
か
ら
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
剣
道

に
夢
中
に
な
っ
た
が
、

６
年
生
の
と
き
に
終

戦
。
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た

剣
道
と
再
会
で
き
た

の
は
昭
和　

年
。
す

２７

で
に
警
視
庁
で
働
い
て
い

た
と
き
だ
。
仕
事
に
忙
殺

さ
れ
剣
道
を
離
れ
た
と
き

も
あ
っ
た
が
、
退
職
後
も

研
鑽
を
重
ね
平
成　

年
に

１１

七
段
と
な
っ
て
、　

年
に

１３

教
士
に
、　

年
に
日
本
体

１８

育
協
会
の
上
級
指
導
員
の

認
定
を
受
け
た
。
現
役
時

代
は
、
仕
事
一
筋
で
３
人

の
娘
と
も
遊
べ
な
か
っ
た

と
苦
笑
す
る
が
、
２
年
前

か
ら
孫
と
富
士
山
に
登
り
、

こ
と
し
は
４
回
ス
キ
ー
に

行
く
な
ど
定
年
後
を
楽
し

み
に
し
て
き
た
。
ひ
と
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
だ
と
、

筋
肉
も
関
節
も
同
じ
と
こ

ろ
を
使
う
の
で
心
配
と
畑

仕
事
で
身
体
を
動
か
す
。

「
何
事
も
楽
し
む
心
や
続

け
る
心
が
大
切
」
と
語
る

佐
藤
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
の
剣
道
も
「
強
く
な
る

前
に
剣
道
を
好
き
に
な
る
」

こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

１
月　

日
に
行
っ
た
稽
古

１３

始
め
で
は
、
杵
を
竹
刀
の

よ
う
に
持
っ
て
子
ど
も
た

ち
と
餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ

と
目
を
細
め
た
。

９番目の剣道支部を創設した佐藤�一さん

ど
り
。

　

森
田
勝
は
全
農
越
谷
青

果
�
へ
、
Ｍ
サ
イ
ズ
（　
５５

本
入
り
）
Ｌ
サ
イ
ズ
（　
４５

本
入
り
）
の
ネ
ギ
箱
を
１

日　

ケ
ー
ス
出
荷
す
る
の

５０
が
目
標
と
い
う
。
市
場
の

仲
買
か
ら
は
、
森
田
ブ
ラ

ン
ド
と
呼
ば
れ
高
値
が
付

け
ら
れ
る
。

　

『
信
用
は
金
で
買
え
な

い
』
思
っ
た
よ
う
な
ネ
ギ

が
出
来
な
い
時
は
出
荷
し

な
い
。
子
育
て
は
泣
く
か

ら
わ
か
る
け
れ
ど
、
野
菜

は
泣
か
な
い
か
ら
そ
の
状

態
を
よ
く
見
て
、
ポ
イ
ン

ト
、
ポ
イ
ン
ト
で
何
が
必

要
か
を
判
断
す
る－

森
田

農
業
の
鉄
則
で
あ
る
。

文
／
山
本
文
男

　

ネ
ギ
畑
に
立
つ
森
田
勝
、

伸
子
夫
妻

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

団塊世代対象に安全安心剣道

生涯現役で健康づくり

　

「
私
も
、
野
田
実
業
高

校
農
業
科
を
卒
業
し
て
か

ら
、
ミ
ツ
バ
を　

キ
ロ
入

３０

れ
た
籠
を
背
負
っ
て
、
初

石
駅
か
ら
電
車
で
神
田
市

場
ま
で
毎
日
運
ん
だ
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
で
、

　

歳
で
し
た
」
と
、
当
主

１８の
森
田
勝
（　

）
は
語
る
。

６１

　

森
田
家
は
四
百
年
余
り

つ
づ
く
、
畑
１
町
歩
水
田

１
町
２
反
の
篤
農
家
。
戦

後
、
畑
の
作
物
は
葉
シ
ョ

ウ
ガ
と
ミ
ツ
バ
だ
っ
た
。

「
葉
シ
ョ
ウ
ガ
と
ミ
ツ
バ

は
、
連
作
を
嫌
う
。
い
く

ら
畑
が
あ
っ
て
も
、
１
年

作
る
と
５
年
か
ら　

年
、

１０
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　第５回まちネットフォーラム「市内企業との接点を見つけよ
う！」（まちネット流山主催、市後援）＝２月３日�１３時～１５時、
リサイクルプラザ・プラザ館。入場料無料□問 恵良�７１５４－
６７８８
　女声合唱によるMessage'０７（コール・スピカ、印西女声合唱団
主催）＝２月１７日�１４時～、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場料８００円□問 青沼�７１５５－２１４７
　生け花「春を生ける」（流山市華道振興会南ブロック主催）＝
２月２３日�１０時～１２時、文化会館。花代１,２００円※花ばさみ持参□問 
森山�７１５０－００２３
　メンタルヘルス講演会「もしもあなたの大切な人がこころの病
気にかかったら」（NPO法人creation HIT主催）＝２月２４日�１３時
３０分～１５時３０分、ワーナーホームたんぽぽセンター（柏市）。入
場料１,０００円□問 池田�７１５２－１０１３

お
と
な
り
さ
ん
〈３０〉

　シャル・ウィ・ダンス＝毎週火曜１９時～２１時、宮園自治会館□問 
鈴木�７１５９－２０００
　クロワッサン（手作りパン教室）＝第３火曜１０時～１４時、東部
公民館□問 江野尻�７１４６－３７３４
　ドルチェ（歌・昔懐かしい歌やポピュラーなど）＝第１・３月
曜１０時１５分～１２時、駒木台福祉会館□問 中村�７１５５－６１７０
　初石友の会（初歩の英会話）＝第１・３木曜１３時３０分～１５時３０
分、コミュニティプラザ□問 渡邊�７１５３－０２８８
　大東流合気武道流山支部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎
週水・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４
　絵画サークルたんぽぽ（水彩、油絵）＝毎週火曜９時～１２時、
さわやかちば県民プラザ（柏市）□問 荻原�７１５９－３１０２
　花を描く会（水彩、基礎デッサン）＝第２・４金曜９時３０分～
１２時、主に森の図書館□問 山口�７１５３－６１７０
　流山市教育思行会（教育を考える会として現代の教育を考える）
＝第２・４金曜１３時～１６時、森の図書館□問 日��７１５４－
０６４９
　柏葉プラザ書道サークル（書道、ペン習字、水墨画、絵手紙）
＝第１土曜９時３０分～１１時３０分、さわやかちば県民プラザ（柏市）
□問 西村�７１５３－９３５２
　中高齢者のストレッチ体操＆筋力トレーニング＝毎週金曜１０時
～１１時３０分、東部公民館□問 根本�７１４８－５１３８
　敏書道サークル（漢字、かな、実用書道）＝第１～３月曜１３時
３０分～１６時３０分、流山福祉会館□問 籾山�７１５８－６８９１
　歩の会（水彩画）＝第１・３土曜９時３０分～１２時、生涯学習セ
ンター□問 金山�７１７４－３４７３（１８時以降）
　アビヤーサ・ユガ（ストレッチ、ヨガ）＝毎週金曜１８時４５分～
２０時１５分、初石公民館※女性のみ□問 岡澤�７１５９－２４８１
　新富書道会＝第１・３火曜１３時～１５時、新富近隣センター（柏
市）□問 今津�７１４５－５５９０
　フラワータイム（フラワーアレンジメント、生け花）＝第２・
４水曜１０時～１２時、コミュニティプラザ□問 田中�７１５８－
４５７４
　書道つくし会＝第２・４日曜９時～１２時、文化会館□問 �原�
７１５８－５９４０
　流山吟詠会（詩吟）＝月４回、時間や会場は問い合わせを□問 海
藤�７１５２－４５２５
　秋津書道会＝第２・４火曜１３時３０分～１５時３０分、十太夫福祉会
館□問 保坂�７１５２－００２２
　子どもリズムダンス＝毎週火曜17時１０分～１８時１０分、新川小学
校□問 星�７１５３－５９１２
　スイトピー（パンフラワー）＝第１・３水曜、第２・４木曜１０
時～１２時、初石公民館□問 山田�７１５５－４７１７
　ナチュラルビューティー（元気が出るリフレッシュ体操）＝毎
週金曜10時30分～11時45分、ときわまつ自治会館□問 朝倉�７１５３
－５２１２
　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～17時、流山福祉会館□問 楜
沢�７１５８－７２７２
　健康ソシアルダンスの会（社交ダンス）＝毎週火・土曜10時～
12時、南流山センター□問 堀�７１４５－１７４６
　あらぐさ座（太鼓、お囃子、踊り、民謡などの練習と舞台）＝
毎週火曜…八木南小学校、毎週木曜…十太夫福祉会館※いずれも
18時30分～21時□問 大平�０９０－２９３３－９５６３
　書道サークル＝第２・４火曜９時30分～12時、向小金福祉会館
□問 安野�７１４８－０２８３

サ ー ク ル

イ ベ ン ト

　

ま
る
貝
み
つ
ば
組
合
の

短
冊
（
縦　

×
横
４
・
５

１２

セ
ン
チ
）。
藍
色
の
地
に
、

ま
る
貝
み
つ
ば
、
マ
ル
Ａ

は
朱
色
で
、
白
の
縁
取
り

Mac6 Title:広報ながれやま1131号P4-5 Page:4  Date: 2007/01/29 Mon 16:20:48



平成１９年２月１日（木曜日）　　　（　）４

収
穫
が
半
減
す
る
連
作
障

害
を
発
生
す
る
の
で
、
昭

和　

年
頃
か
ら
野
菜
は
、

４０
カ
ブ
、
ネ
ギ
、
エ
ダ
マ
メ

に
転
換
。
現
在
は
、
ネ
ギ

を
主
体
に
、
冬
場
は
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
を
作
っ
て
い
ま

す
」
と
、
勝
は
言
う
。

　

森
田
農
園
の
ネ
ギ
の
周

年
生
産
の
サ
イ
ク
ル
は
、　

①
３
月
に
種
ま
き
し
て
６

月
に
定
植
、
９
月
〜　

月
１２

出
荷
の
秋
冬
ネ
ギ
。
②
６

月
に
種
ま
き
、
９
月
に
定

植
、
翌
年
３
月
〜
４
月
に

出
荷
の
春
ど
り
。③
５
月
。

ウ
イ
ル
ス
・
フ
リ
ー
「
坊

主
知
ら
ず
」
ネ
ギ
の
苗
を

仮
植
え
、
翌
年
５
月
に
出

荷
。
④　

月
〜　

月
。
種

１０

１１

ま
き
、翌
年
３
月
に
定
植
、

６
月
〜
７
月
に
出
荷
の
夏

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２３）�

上
貝
塚
の
ネ
ギ
農
家�

流山フィルムコミッションを通じて、市役所などで撮影された「潜入刑事らんぼう２」が、２月６日�２１時から２２時５４分
まで日本テレビで放送される予定です。

　

守
谷
街
道
沿
い
の
若
葉

台
団
地
を
抜
け
る
と
、
冬

で
も
青
々
と
し
た
長
ネ
ギ

畑
が
広
が
る
農
村
風
景
が

残
っ
て
い
る
。
森
田
農
園

は
有
機
肥
料
中
心
な
の
で
、

太
く
、
柔
ら
か
く
、
味
が

よ
い
の
で
評
判
の
ネ
ギ
で

あ
る
。

　

昭
和　

年
か
ら　

年
頃

２０

４０

ま
で
、「
上
貝
塚
出
荷
組

合
」
が
、
こ
こ
か
ら
流
山

特
産
の「
ま
る
貝
み
つ
ば
」

を
出
荷
し
て
い
た
。
組
合

員
は
小
谷
良
雄
組
合
長
以

下
、
染
谷
元
次
、
染
谷
昌

一
、
染
谷
勇
吉
、
染
谷
源

一
、
新
倉
藤
一
、
森
田
俊

一
ほ
か
数
名
の
農
家
。
一

束
毎
に「
ま
る
貝
み
つ
ば
」

の
短
冊
を
挟
ん
で
出
荷
し

て
い
た
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
囃
子
に
の
っ
て
獅
子
舞

や
お
神
楽
が
舞
わ
れ
、
夜

に
は
、
雨
の
中
、
次
の
当

番
の
お
宅
ま
で
「
送
り
こ

み
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

弓
を
射
る
な
ど
行
事
に
参

加
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら

 
直  
会 
が
始
ま
り
ま
す
。
会

な
お 
ら
い

場
に
は
、
松
の
盆
栽
と
、

大
根
の
胴
体
に
流
山
名
産

の
ネ
ギ
で
首
を
つ
け
た
鶴
、

聖
護
院
大
根
と
い
う
丸
い

大
根
を
半
分
に
し
て
ゴ
ボ

ウ
で
頭
を
つ
く
っ
た
亀
を

一
緒
に
飾
り
ま
す
。
赤
城

　

１
月　

日
、
鰭
ケ
崎
の

２０

雷
神
社
で
市
指
定
無
形
文

化
財
の
お
び
し
ゃ
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

「
お
び
し
ゃ
」
と
い
う
名

前
は
弓
を
射
る
「 
歩  
射 
」

ぶ 
し
ゃ

か
ら
き
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
鰭
ケ
崎
お
び

し
ゃ
行
事
は
、
江
戸
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
、
同
保
存
会
（
渡

辺
繁
会
長
）
が
運
営
し
て

い
ま
す
。
社
殿
の
中
で
七

福
神
に
扮
装
し
た
こ
と
し

の
当
番
か
ら
裃
姿
の
来
年

の
当
番
へ
と
杯
を
交
わ
し
、

「
ト
ウ
渡
し
」
と
い
う
当

番
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
が
終
る
と
、

い
よ
い
よ「
的
撃
ち
」。
神

社
の
社
殿
前
か
ら
鳥
居
の

方
向
に
立
て
ら
れ
た
赤
鬼
、

青
鬼
が
描
か
れ
た
的
に
向

か
っ
て
矢
を
射
ま
す
。
井

崎
市
長
も
的
に
向
か
っ
て

百
人
一
首
の
パ
ネ
ル
、
ま

た
着
物
と
い
っ
た
「
和
」

の
飾
り
が
施
さ
れ
、
大
会

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
中
に
は
下
の
句
の

札
を
見
つ
け
る
の
が
早
い

生
徒
も
い
て
、
読
み
始
め

た
と
た
ん
に「
ハ
イ
ッ
！
」

と
札
を
取
り
ま
す
。

　

大
会
の
終
了
後
に
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
お
汁
粉
が
生
徒
た
ち
に

小
学
生
が
昔
遊
び

子
ど
も
た
ち
に
中
高
年
者
が
伝
授

ル
ー
ル
も
遊
び
道
具
も
創

意
工
夫
が
必
要
だ
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
る
の
が
い
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
八
木
北
小

１９

学
校
で
１
年
生
を
対
象
に

「
昔
遊
び
の
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

子
ど
も
た
ち
に
昔
遊
び

を
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
、

八
木
北
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
松
原
輝
夫
会
長
）

の
皆
さ
ん
。
あ
や
と
り
や

お
手
玉
、
お
は
じ
き
、
け

ん
玉
、
こ
ま
、
ビ
ー
玉
、

メ
ン
コ
、
石
け
り
、
竹
馬
、

缶
ポ
ッ
ク
リ
な
ど
が
教
室

や
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
フ
リ
ー
参
観

日
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

松
原
会
長
は
「
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
と
違
い
昔
遊
び
は

　

１
月　

日
、
新
春
恒
例

１３

の
消
防
出
初
式
が
文
化
会

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
＝

写
真
。

　

当
日
は
、
市
消
防
職
員

や
消
防
団
員
な
ど
約
６
０

０
人
と
消
防
車
両
約　

台
３５

が
参
加
し
ま
し
た
。
始
め

は
南
流
山
幼
稚
園
の
園
児

　

人
に
よ
る
お
遊
戯
。
揃

８２い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、「
チ

ャ
ン
ピ
オ
ー
ネ
」、「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
の
曲
に
合
わ
せ

息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
戦
消
防
操
法
の
演
技

を
行
っ
た
の
は
、
昨
年
９

月
に
行
わ
れ
た
第　

回
市

１５

消
防
団
実
戦
消
防
操
法
大

会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

優
勝
し
た
第　

分
団
の
皆

２０

さ
ん
。
消
防
演
習
に
は
、

車
両
６
台
と　

人
の
消
防

２３

職
員
、
消
防
団
か
ら
は
第

出
初
式
に
６
０
０
人

園
児
か
ら
団
員
ま
で
力
強
く

出
動
、
わ
ず
か
数
分
で
救

出
し
ま
し
た
。
車
内
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
出

活
動
で
は
、
ド
ア
と
屋
根

が
切
り
離
さ
れ
る
な
ど
、

普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
作
業
に
来
場
者
も
息
を

の
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　

凧
の
で
き
ば
え
や
あ
が

り
具
合
を
競
う
「
親
子
た

こ
あ
げ
大
会
」
が
、
１
月

　

日
、
江
戸
川
河
川
敷
で

１４行
わ
れ
、
約
３
５
０
人
の

親
子
が
参
加
し
ま
し
た
＝

写
真
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
伝
統

的
な
正
月
遊
び
で
あ
る
凧

あ
げ
を
通
し
て
、
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
と
、

流
山
市
青
少
年
育
成
会
議

（
樫
村
あ
い
子
会
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

吹
き
抜
け
る
強
風
の
中
、

す
ぐ
に
風
を
捉
え
、
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
凧
を
操
る

子
ど
も
た
ち
。
色
と
り
ど

り
の
凧
は
、
青
い
空
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
小
さ

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
風
に
巻
か

れ
た
凧
が
絡
み
合
い
墜
落

す
る
も
の
も
あ
り
、
親
子

で
力
を
合
わ
せ
何
度
も
挑

戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
凧
を
あ
げ
た
後
は
、

参
加
者
全
員
で
河
川
敷
の

ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
流

山
警
察
署
の
協
力
に
よ
り

パ
ト
カ
ー
が
置
か
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
運
転
席
に
乗

り
込
み
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
な
が
ら
、
記
念
撮
影
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し 

た
。

鰭
ケ
崎
の
お
び
し
ゃ

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
承
を
現
代
に

中
学
生
が
百
人
一
首

伝
統
文
化
を
テ
ー
マ
に
大
会

日
間
、
南
部
中
学
校
で
百

人
一
首
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

総
合
的
な
学
習
の
柱
の

一
つ
と
し
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。　

会
場
の

武
道
場
に
は
、
美
術
部
の

生
徒
が
作
っ
た
、
２
メ
ー

ト
ル
四
方
の
武
者
絵
や
、

５
方
面
隊
の
第　

・　

・

１８

１９

　

分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

２１
　

文
化
会
館
の
屋
上
に
い

る
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
助

す
る
た
め
、
は
し
ご
車
が

消
防
に
車
両
を
寄
贈

池
森
さ
ん
か
ら
８
人
乗
り
ワ
ゴ
ン

に
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
も
の

で
す
。
消
防
で
は
、
こ
れ

ま
で
事
務
用
連
絡
車
が
小

さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

複
数
の
車
両
に
分
乗
し
て

　

収
蔵
資
料
「
な
が
れ
や

ま
の
民
話
」
原
画
展
が
博

物
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
月　

日
に
は
「
な
が
れ

２１

や
ま
栞
」
に
よ
る
民
話
の

語
り
が
行
わ
れ
、
巧
み
な

語
り
口
で
見
学
者
を
魅
了

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

次
回
は
、
２
月
４
日
�

・　

日
�　

時
と　

時
に

１１

１１

１４

行
わ
れ
ま
す
。
展
示
さ
れ

て
い
る
原
画
は
、「
朝
ね
ぼ

う
の
観
音
さ
ま
」
や
「
流

れ
て
き
た
山
」な
ど
９
話
。

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

絵
と
語
り
で

絵
と
語
り
で　

民
話
の
世
界
へ

民
話
の
世
界
へ

　

平
成
５
年
に
市
内
在
住

の
漫
画
家
・
お
の
・
つ
よ

し
さ
ん
に
、
市
が
依
頼
し

て
描
い
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
同
展
は
２
月　
１２

日
�振
 

ま
で
。

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４　

　

１
月　

日
、
市
内
に
お

１７

住
ま
い
の
池
森
政
治
さ
ん

か
ら
消
防
本
部
事
務
用
連

絡
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
森
さ
ん
は
、
株
式
会

社
フ
ァ
ン
ケ
ル
美
健
の
相

談
役
と
し
て
、
流
山
工
業

団
地
協
同
組
合
を
通
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
流
山
市
防
火

安
全
協
会
の
活
動
に
支
援

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

「
消
防
の
役
に
立
て
て
ほ

し
い
」
と
８
人
乗
り
ト
ヨ

タ
ボ
ク
シ
ー
を
消
防
本
部

　

１
月　

日
と　

日
の
２

１１

１２

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
熱
々
の
甘
い
お

汁
粉
で
、
百
人
一
首
で
使

っ
た
頭
と
身
体
の
疲
れ
を

と
り
、
遊
び
と
食
べ
も
の

と
の
両
方
で
日
本
の
伝
統

文
化
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

凧
あ
げ
に
３
５
０
人

パ
ト
カ
ー
で
の
記
念
撮
影
も

訓
練
会
場
な
ど
に
移
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

寄
贈
に
よ
り
効
率
よ
く
職

・
団
員
の
搬
送
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
井
崎
市
長

は
、「
市
民
の
安
全
安
心
の

た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝
意

を
述
べ
ま
し
た
＝
写
真
。

（　）　　 第１１３１号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

昨
年
９
月
、
流
山
市
剣

道
連
盟
の
９
番
目
の
支
部

と
し
て
誕
生
し
た
初
石
支

部
の
支
部
長
・
佐
藤
�
一

さ
ん
。
西
初
石
小
学
校
の

体
育
館
で
、
木
曜

の
夜
と
、
土
曜
の

午
前
中
に
、
小
学

生
や
成
人
を
対
象

に
稽
古
を
始
め
た
。

自
治
会
の
掲
示
板

な
ど
で
参
加
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ

「
ま
っ
た
く
初
め

て
な
ん
で
す
が
…
」

と
年
配
の
初
心
者

が
応
募
し
て
き
た
。

「
団
塊
の
世
代
が

大
量
に
退
職
」
す
る
と
実

感
し
た
。
剣
道
の
指
導
は

地
域
教
育
と
語
る
佐
藤
さ

ん
は
、「
子
ど
も
を
家
庭
に

帰
し
た
い
」
と
日
曜
に
は

稽
古
を
し
な
か
っ
た
。
中

高
年
の
初
心
者
の
た
め
に

「
安
全
安
心
剣
道
・
杖
道
・

居
合
道
」
を
日
曜
に
始
め

て
５
カ
月
。
佐
藤
さ
ん
自

身
も
杖
道
は
初
め
て
。　
１０

年
後
、
杖
を
つ
き
な
が
ら

神
社
ま
で
散
歩
し
て
境
内

で
素
振
り
を
し
て
帰

る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
昭
和
８

年
生
ま
れ
の
佐
藤
さ

ん
は
、
当
時
小
学
校

５
年
生
か
ら
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
剣
道

に
夢
中
に
な
っ
た
が
、

６
年
生
の
と
き
に
終

戦
。
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た

剣
道
と
再
会
で
き
た

の
は
昭
和　

年
。
す

２７

で
に
警
視
庁
で
働
い
て
い

た
と
き
だ
。
仕
事
に
忙
殺

さ
れ
剣
道
を
離
れ
た
と
き

も
あ
っ
た
が
、
退
職
後
も

研
鑽
を
重
ね
平
成　

年
に

１１

七
段
と
な
っ
て
、　

年
に

１３

教
士
に
、　

年
に
日
本
体

１８

育
協
会
の
上
級
指
導
員
の

認
定
を
受
け
た
。
現
役
時

代
は
、
仕
事
一
筋
で
３
人

の
娘
と
も
遊
べ
な
か
っ
た

と
苦
笑
す
る
が
、
２
年
前

か
ら
孫
と
富
士
山
に
登
り
、

こ
と
し
は
４
回
ス
キ
ー
に

行
く
な
ど
定
年
後
を
楽
し

み
に
し
て
き
た
。
ひ
と
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
だ
と
、

筋
肉
も
関
節
も
同
じ
と
こ

ろ
を
使
う
の
で
心
配
と
畑

仕
事
で
身
体
を
動
か
す
。

「
何
事
も
楽
し
む
心
や
続

け
る
心
が
大
切
」
と
語
る

佐
藤
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
の
剣
道
も
「
強
く
な
る

前
に
剣
道
を
好
き
に
な
る
」

こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

１
月　

日
に
行
っ
た
稽
古

１３

始
め
で
は
、
杵
を
竹
刀
の

よ
う
に
持
っ
て
子
ど
も
た

ち
と
餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ

と
目
を
細
め
た
。

９番目の剣道支部を創設した佐藤�一さん

ど
り
。

　

森
田
勝
は
全
農
越
谷
青

果
�
へ
、
Ｍ
サ
イ
ズ
（　
５５

本
入
り
）
Ｌ
サ
イ
ズ
（　
４５

本
入
り
）
の
ネ
ギ
箱
を
１

日　

ケ
ー
ス
出
荷
す
る
の

５０
が
目
標
と
い
う
。
市
場
の

仲
買
か
ら
は
、
森
田
ブ
ラ

ン
ド
と
呼
ば
れ
高
値
が
付

け
ら
れ
る
。

　

『
信
用
は
金
で
買
え
な

い
』
思
っ
た
よ
う
な
ネ
ギ

が
出
来
な
い
時
は
出
荷
し

な
い
。
子
育
て
は
泣
く
か

ら
わ
か
る
け
れ
ど
、
野
菜

は
泣
か
な
い
か
ら
そ
の
状

態
を
よ
く
見
て
、
ポ
イ
ン

ト
、
ポ
イ
ン
ト
で
何
が
必

要
か
を
判
断
す
る－

森
田

農
業
の
鉄
則
で
あ
る
。

文
／
山
本
文
男

　

ネ
ギ
畑
に
立
つ
森
田
勝
、

伸
子
夫
妻

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

団塊世代対象に安全安心剣道

生涯現役で健康づくり

　

「
私
も
、
野
田
実
業
高

校
農
業
科
を
卒
業
し
て
か

ら
、
ミ
ツ
バ
を　

キ
ロ
入

３０

れ
た
籠
を
背
負
っ
て
、
初

石
駅
か
ら
電
車
で
神
田
市

場
ま
で
毎
日
運
ん
だ
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
で
、

　

歳
で
し
た
」
と
、
当
主

１８の
森
田
勝
（　

）
は
語
る
。

６１

　

森
田
家
は
四
百
年
余
り

つ
づ
く
、
畑
１
町
歩
水
田

１
町
２
反
の
篤
農
家
。
戦

後
、
畑
の
作
物
は
葉
シ
ョ

ウ
ガ
と
ミ
ツ
バ
だ
っ
た
。

「
葉
シ
ョ
ウ
ガ
と
ミ
ツ
バ

は
、
連
作
を
嫌
う
。
い
く

ら
畑
が
あ
っ
て
も
、
１
年

作
る
と
５
年
か
ら　

年
、

１０

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　第５回まちネットフォーラム「市内企業との接点を見つけよ
う！」（まちネット流山主催、市後援）＝２月３日�１３時～１５時、
リサイクルプラザ・プラザ館。入場料無料□問 恵良�７１５４－
６７８８
　女声合唱によるMessage'０７（コール・スピカ、印西女声合唱団
主催）＝２月１７日�１４時～、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場料８００円□問 青沼�７１５５－２１４７
　生け花「春を生ける」（流山市華道振興会南ブロック主催）＝
２月２３日�１０時～１２時、文化会館。花代１,２００円※花ばさみ持参□問 
森山�７１５０－００２３
　メンタルヘルス講演会「もしもあなたの大切な人がこころの病
気にかかったら」（NPO法人creation HIT主催）＝２月２４日�１３時
３０分～１５時３０分、ワーナーホームたんぽぽセンター（柏市）。入
場料１,０００円□問 池田�７１５２－１０１３

お
と
な
り
さ
ん
〈３０〉

　シャル・ウィ・ダンス＝毎週火曜１９時～２１時、宮園自治会館□問 
鈴木�７１５９－２０００
　クロワッサン（手作りパン教室）＝第３火曜１０時～１４時、東部
公民館□問 江野尻�７１４６－３７３４
　ドルチェ（歌・昔懐かしい歌やポピュラーなど）＝第１・３月
曜１０時１５分～１２時、駒木台福祉会館□問 中村�７１５５－６１７０
　初石友の会（初歩の英会話）＝第１・３木曜１３時３０分～１５時３０
分、コミュニティプラザ□問 渡邊�７１５３－０２８８
　大東流合気武道流山支部（合気道基本形、小野派一刀流）＝毎
週水・土曜１８時～２１時、南流山中学校□問 石橋�７１５８－５７６４
　絵画サークルたんぽぽ（水彩、油絵）＝毎週火曜９時～１２時、
さわやかちば県民プラザ（柏市）□問 荻原�７１５９－３１０２
　花を描く会（水彩、基礎デッサン）＝第２・４金曜９時３０分～
１２時、主に森の図書館□問 山口�７１５３－６１７０
　流山市教育思行会（教育を考える会として現代の教育を考える）
＝第２・４金曜１３時～１６時、森の図書館□問 日��７１５４－
０６４９
　柏葉プラザ書道サークル（書道、ペン習字、水墨画、絵手紙）
＝第１土曜９時３０分～１１時３０分、さわやかちば県民プラザ（柏市）
□問 西村�７１５３－９３５２
　中高齢者のストレッチ体操＆筋力トレーニング＝毎週金曜１０時
～１１時３０分、東部公民館□問 根本�７１４８－５１３８
　敏書道サークル（漢字、かな、実用書道）＝第１～３月曜１３時
３０分～１６時３０分、流山福祉会館□問 籾山�７１５８－６８９１
　歩の会（水彩画）＝第１・３土曜９時３０分～１２時、生涯学習セ
ンター□問 金山�７１７４－３４７３（１８時以降）
　アビヤーサ・ユガ（ストレッチ、ヨガ）＝毎週金曜１８時４５分～
２０時１５分、初石公民館※女性のみ□問 岡澤�７１５９－２４８１
　新富書道会＝第１・３火曜１３時～１５時、新富近隣センター（柏
市）□問 今津�７１４５－５５９０
　フラワータイム（フラワーアレンジメント、生け花）＝第２・
４水曜１０時～１２時、コミュニティプラザ□問 田中�７１５８－
４５７４
　書道つくし会＝第２・４日曜９時～１２時、文化会館□問 �原�
７１５８－５９４０
　流山吟詠会（詩吟）＝月４回、時間や会場は問い合わせを□問 海
藤�７１５２－４５２５
　秋津書道会＝第２・４火曜１３時３０分～１５時３０分、十太夫福祉会
館□問 保坂�７１５２－００２２
　子どもリズムダンス＝毎週火曜17時１０分～１８時１０分、新川小学
校□問 星�７１５３－５９１２
　スイトピー（パンフラワー）＝第１・３水曜、第２・４木曜１０
時～１２時、初石公民館□問 山田�７１５５－４７１７
　ナチュラルビューティー（元気が出るリフレッシュ体操）＝毎
週金曜10時30分～11時45分、ときわまつ自治会館□問 朝倉�７１５３
－５２１２
　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～17時、流山福祉会館□問 楜
沢�７１５８－７２７２
　健康ソシアルダンスの会（社交ダンス）＝毎週火・土曜10時～
12時、南流山センター□問 堀�７１４５－１７４６
　あらぐさ座（太鼓、お囃子、踊り、民謡などの練習と舞台）＝
毎週火曜…八木南小学校、毎週木曜…十太夫福祉会館※いずれも
18時30分～21時□問 大平�０９０－２９３３－９５６３
　書道サークル＝第２・４火曜９時30分～12時、向小金福祉会館
□問 安野�７１４８－０２８３

サ ー ク ル

イ ベ ン ト

　

ま
る
貝
み
つ
ば
組
合
の

短
冊
（
縦　

×
横
４
・
５

１２

セ
ン
チ
）。
藍
色
の
地
に
、

ま
る
貝
み
つ
ば
、
マ
ル
Ａ

は
朱
色
で
、
白
の
縁
取
り
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平成１９年２月１日（木曜日）　　　（　）６第１１３１号

　リサイクルプラザ・プラザ館は、電気設備点検のため２月１１日�・１２日�振 が
臨時休館となります□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

�
　

★
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１０

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

が
あ
る
方
な
ど
／　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
持
ち
物
＝
体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

水
筒
な
ど
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

★
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ

ム「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
運
営
の 

ツ
ボ
は
こ
れ
だ
」（
流
山
・

我
孫
子
・
松
戸
・
柏
・
鎌

ケ
谷
市
共
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１６

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１６

３０

場
所
＝
け
や
き
プ
ラ
ザ

（
我
孫
子
市
）
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
、
市
民
活
動

団
体
／
２
０
０
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
①
山
口
郁

子
さ
ん
（
中
央
労
働
金
庫

営
業
統
括
部
次
長
）
に
よ

る
基
調
講
演
「
市
民
活
動

｢
｣

を
支
え
る 
お
金 
の
話
〜

担
当
者
が
語
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

講
座
・
講
演

資
金
調
達
の
現
状
と
課
題
」

②
事
例
発
表
、
意
見
交
換

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

　

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座

「
考
古
学
コ
ー
ス
」（
全
４

回
）

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
�

１１

・　

日
�
、
３
月　

日
�

２５

１１

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２５

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１５

３０

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／　

人
（
先

５０

着
順
）
▽
内
容
＝
①
考
古

学
の
考
え
方
②
縄
文
・
弥

生
の
新
し
い
年
代
観
③
江

戸
の
く
ら
し
の
考
古
学
④

戦
争
と
産
業
の
考
古
学
▽

参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資

料
代
）
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎

明
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

２０容
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情

報
検
索
か
ら
メ
ー
ル
の
送

受
信
ま
で
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
２
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
３
月
５
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円（
材

料
代
）
▽
持
ち
物
＝
古
バ

ス
タ
オ
ル
、
は
さ
み
、
昼

食
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
返
信

用
に
宛
名
を
明
記
の
上
、

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
４

流
山
市
下
花
輪
１
９
１
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪

の
教
室
（
指
定
管
理
者
主

催
）

　

①
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
踊

り
体
験
教
室
（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
２
月
５
日
�
・

　

日
�振
 

・　

日
�
▽
時
間

１２

１９

＝　

時
〜　

時
▽
場
所
＝

１９

２１

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以

上
の
市
民
／　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０

０
円
▽
持
ち
物
＝
た
す
き

掛
け
用
の
細
ひ
も
、
タ
オ

ル
※
運
動
可
能
な
服
装
で

（
ス
カ
ー
ト
は
不
可
）

　

②
篠
笛
初
心
者
体
験
教

室
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
� 

１５

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２２

１９

〜　

時
▽
場
所
＝
ほ
っ
と

２０
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽
対
象
／

定
員
＝
小
学
生
以
上
の
市

民
／　

人
（
先
着
順
）
▽

１０

参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資

料
代
）
▽
持
ち
物
＝
筆
記

用
具

　

【
申
し
込
み
】
２
月
１

日　

時
か
ら
電
話
で
ほ
っ

１０
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
へ

　

□問
 

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
�
７
１
５
０
―
４
１
２

６
　

墨
彩
画
講
座
（
指
定
管

理
者
主
催
）

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
〜

１３

３
月　

日
の
毎
週
火
曜
▽

２０

時
間
＝　

時
〜　

時
▽
場

１０

１２

所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
＝
各　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
参
加
費
＝
１
回
１

０
０
０
円
（
別
途
材
料
代

２
０
０
円
程
度
あ
り
）
▽

持
ち
物
＝
筆
、
顔
彩
な
ど

※
貸
与
も
可
▽
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
日
を
明
記
）
で

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２１

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１１

４０

場
所
＝
我
孫
子
南
近
隣
セ

ン
タ
ー
（
我
孫
子
市
）
▽

対
象
／
定
員
＝
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
つ
就
学
前
児

と
そ
の
保
護
者
な
ど
※
一

時
保
育
（
３
歳
児
以
上
、

要
予
約
）
あ
り
／
１
０
０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

小
児
科
医
師
等
に
よ
る
講

話
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
２
月
８
日
ま
で

に
電
話
で
柏
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
※
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
７
―
１
２
５

５
　

裁
判
員
制
度
を
学
ぶ
無

料
公
開
講
座

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２４

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ（
我
孫
子
市
）

▽
定
員
＝　

人（
先
着
順
）

７０

▽
内
容
＝
千
葉
地
方
検
察

庁
広
報
担
当
に
よ
る
講
演

｢
｣

 
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て 

お
よ
び
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
２
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
〒
２
７
１
―
０
０

７
６
松
戸
市
岩
瀬
無
番
地

千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支

部
松
戸
検
察
審
査
会
事
務

局
へ

　

□問
 

千
葉
地
方
裁
判
所
松

戸
支
部
松
戸
検
察
審
査
会

事
務
局
�
０
４
７
―
３
６

８
―
５
１
４
１

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

３０費
＝
４
０
０
円
程
度
（
材

料
代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、頭
を
お
お
う
も
の
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ　
　

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
流
山
市
ゆ
う
ゆ
う
大

学
卒
業
記
念
公
開
講
演
会

「
暮
ら
し
に
も
っ
と
笑
い

を
」
〜
笑
い
の
健
康
学
〜

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
	

２０

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１０

３０

１２

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
８
０
０
人

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
藤

井
敬
三
さ
ん
（
日
本
笑
い

学
会
講
師
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ

ー
ル
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
�

２１

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２２

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

で
静
物
や
風
景
を
水
彩
で

描
く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
用
紙
、
水
彩
用

具
一
式
、
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ

ン
、
色
鉛
筆
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
博
物
館
へ

※
描
い
た
絵
は
、
２
月　
２０

日
か
ら
２
月　

日
ま
で
同

２５

会
場
に
展
示
し
ま
す

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
聴
覚
障
害
者
の
た
め

の
日
曜
教
室

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１５

流
山
福
祉
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
聴
覚

障
害
を
持
つ
方
と
そ
の
家

族
／　

人
（
先
着
順
）
▽

２０

内
容
＝
午
前
…
ヨ
ー
ガ
・

セ
ラ
ピ
ー
、
午
後
…
ヘ
ル

ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス

タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝
２

月
９
日
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
※

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記

通
訳
者
が
つ
き
ま
す

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
男
性
の
た
め
の
料
理

教
室

　

料
理
を
し
な
が
ら
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
を
学
び
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
男
性
／

★印のあるものは市主催のものです 

相談あんない（２月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
５日・１９日・２６日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
７日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
１４日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
１９日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
２１日（１３：００～１６：３０）
　
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
１０日（１０：００～１２：００）
１６日（１３：００～１６：００）
　※１０日は南流山センター
で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２８日（１３：００～１６：００）
　□問 同相談室�７１５８－１６１６

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　

療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２５日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

心の相談（予約制）
５日（１４：００～１７：００）
１９日（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
６日・２３日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
１１日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

　
年金相談（予約制）
９日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０

法務局からのお知らせ
　供託申請や供託金の払い渡しが、オンラ
インで申請できます。
　詳細は、法務省ホームページ（http://
shinsei.moj.go.jp/）をご覧いただくか、法
務局へお問い合わせください。
　□問 千葉地方法務局松戸支局�０４７－
３６３―６２７８
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市民ギャラリー　今月の展示

【１日�～２８日�】

　流山少年少女俳句大会の入選作品

を展示します。

　　□問 生涯学習課�７　１　５　０－６　１　０　６

時　　間日　　程会　　場講 座 名

９：３０～１１：３０

木曜（全２０回）東深井福祉会館①民　　　謡
金曜（全２０回）東深井福祉会館②水　墨　画
水曜（全２０回）東深井福祉会館③手　　　芸
火曜（全３０回）高齢者趣味の家④陶　　　芸
水曜（全３０回）名都借福祉会館⑤陶　　　芸

１３：３０～１５：３０
火曜（全３０回）赤城福祉会館 （注）⑥陶　　　芸
木曜（全２０回）高齢者趣味の家⑦園芸（盆栽）

（注）　全３０回のうち２２回は高齢者趣味の家

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間２月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２２日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００２６日ＨＩＶ抗体検査
１３：３０～１５：００１５日女性のための健康相談
１４：００～１６：００２日・２０日・２６日心の健康相談
１４：００～１６：００５日・１９日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００６日酒　害　教　室
１３：００～１５：００８日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（２月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
２日・１６日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
９日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
１６日　南流山福祉会館
２６日　保健センター
※平成１８年１月～平成１８年４
月生まれの乳児対象。歯と食
生活の指導と試食

もぐもぐ教室（予約制）
２２日　保健センター
２７日　東部公民館
※４～５カ月児の離乳食指導
　
育児相談
１９日　保健センター
２３日　東部公民館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳以上の幼
児対象（１歳未満の弟妹がいる
場合は、来月に来所）
　

健康診査
①３カ月児…２０日・２１日
（平成１８年１０月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…１４日・１５日
（平成１７年７月生まれの幼児対象）
③３歳児…６日・７日
（平成１５年１１月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

むし歯予防教室（予約制）
５日・１３日・２７日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２７日は１・２
回参加の幼児対象）。１歳６カ月
児健康診査時に申し込みを

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
コスモスの会
１４日　保健センター
（１０：００～受付）
※認知症の家族を介護している
方のつどい。初めて参加の方は
要予約

�
　

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ

ン
サ
ー
ト
「
音
楽
お
も
し

ろ
話
〜
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

ア
モ
ー
レ
〜
」

　

▽
日
時
＝
２
月
４
日
�

　

時　

分
（
開
場
）
〜
▽

１３

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
定

員
＝　

人
（
先
着
順
）
▽

８０

曲
目
＝
宵
待
草
（
多
忠

亮
）、
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
（
中

山
晋
平
）、
愛
の
喜
び
（
マ

ル
テ
ィ
ー
ニ
）、金
髪
の
ジ

ェ
ニ
ー
（
フ
ォ
ス
タ
ー
）、

愛
の
挨
拶（
エ
ル
ガ
ー
）、い

と
し
の
お
父
様
（
プ
ッ
チ

ー
ニ
）、
ラ
ブ
・
ユ
ー
・
フ

ォ
ー
エ
バ
ー（
伊
藤
康
英
）

▽
出
演
＝
太
田
真
帆
さ
ん
、

吉
成
曜
子
さ
ん
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

森
の
図
書
館
�
７
１

５
２
―
３
２
０
０

　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
２
月
７
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１４

１５

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

「
金
の
さ
か
な
」
▽
出
演

＝
人
形
劇
団
タ
ッ
プ
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み

映
画
・
公
演

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

学
童
保
育
所
の
補
助
指

導
員
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
ち
び
っ

こ
ク
ラ
ブ
（
平
和
台
）
▽

勤
務
内
容
＝
流
山
北
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育

▽
勤
務
日
＝
土
曜
を
含
む

週
３
〜
５
日
程
度
▽
勤
務

時
間
＝
４
〜
５
時
間
程
度

（
平
日
は
午
後
、
土
曜
・

夏
休
み
等
は
午
前
ま
た
は

午
後
）
▽
時
間
給
＝
８
０

０
円
※
勤
務
状
況
に
よ
り

正
指
導
員
へ
の
昇
格
あ
り
。

詳
細
は
、
平
日
午
後
に
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
�

７
１
５
９
―
５
９
２
１

　

生
活
支
援
補
助
員
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
障
害
者

支
援
施
設
「
み
ど
り
園
」

（
我
孫
子
市
）
▽
勤
務
内

容
＝
知
的
障
害
を
持
つ
方

の
食
事
の
介
助
な
ど
生
活

全
般
の
支
援
▽
雇
用
期
間

＝
①
２
月　

日
か
ら
６
カ

１３

月
以
内
②
４
月
１
日
か
ら

６
カ
月
以
内
※
い
ず
れ
も

応
相
談
、
更
新
あ
り
▽
勤

務
日
＝
土
・
日
曜
、
祝
日

を
含
む
３
交
代
制
（
週
休

２
日
）
▽
勤
務
時
間
＝
①

７
時
〜　

時　

分
②　

時

１５

３０

１１

　

分
〜　

時　

分
③　

時

４５

２０

１５

１６

　

分
〜
翌
日
９
時　

分
※

３０

３０

時
間
は
応
相
談
▽
時
間
給

＝
９
８
０
円
〜
１
０
２
０

資
格
・
求
人

円
（
交
通
費
別
途
支
給
、

夜
勤
は　

％
増
、
期
末
手

２５

当
（
夏
・
冬
）、
社
会
保
険

あ
り
）
※
試
用
期
間
あ
り

▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
〒
２
７
０
―

１
１
２
１
我
孫
子
市
中
峠

２
３
１
０
み
ど
り
園
へ
郵

送
※
書
類
選
考
の
上
、
面

接
日
時
を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
２
月
８
日
�

　

時
〜
（
傍
聴
受
け
付
け

１５は　

時　

分
〜
）
▽
場
所

１４

４５

＝
市
役
所
▽
内
容
＝
流
山

都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

つ
い
て
（
市
決
定
）
※
都

市
計
画
審
議
会
が
当
日
に

非
公
開
と
決
定
し
た
議
案

は
傍
聴
で
き
ま
せ
ん

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
男
女
共
同
参
画
審
議

会
　

▽
日
時
＝
２
月
９
日
� 

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１５▽
内
容
＝
流
山
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
進
行
管

理
に
つ
い
て

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

�
　

★
再
生
家
具
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

み
と
し
て
出
さ
れ
た
家
具

を
再
生
修
理
し
、
先
着
順

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
受
付
時
間
＝
９
時
〜

　

時
（
祝
日
等
を
除
く
）

１７▽
申
込
資
格
＝
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方
▽
申

込
制
限
＝
１
世
帯
で
１
カ

月
に
１
点
ま
で
▽
申
し
込

み
＝
直
接
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
窓
口
へ
※
品
物
は
現

金
と
引
き
換
え
で
、
運
搬

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
市
民
農
園
の
利
用
希

望
者
募
集

　

市
で
は
、
市
民
農
園
に

空
き
区
画
が
生
じ
た
場
合

の
利
用
希
望
者
（
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
）
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
園

芸
に
熱
意
が
あ
る
市
民
で
、

農
園
利
用
マ
ナ
ー
を
遵
守

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
農
園
に
は
駐
車
場

が
な
い
た
め
、
徒
歩
ま
た

は
自
転
車
で
来
園
で
き
る

方
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
農
政

課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
６

　

★
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼

却
炉
の
定
期
点
検
に
伴
い
、

同
焼
却
炉
の
余
熱
を
利
用

し
て
い
る
「
ほ
っ
と
プ
ラ

ザ
下
花
輪
（
下
花
輪
福
祉

会
館
）」の
浴
室
お
よ
び
多

目
的
集
会
室
の
床
暖
房
機

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
を
対
象
に
４

月
か
ら
開
講
す
る
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

趣
味
を
通
じ
て
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
、
豊
か
で

充
実
し
た
生
き
が
い
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▽
講
座
名
／
会
場
／
日

程
＝
別
表
の
と
お
り
▽
対

象
／
定
員
＝　

歳
以
上
の

６０

市
民
（
受
講
経
験
者
を
除

く
）
／
各　

人
（
多
数
抽

２０

選
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、希
望
講
座
名
・

会
場
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、２
月　

日（
消

１５

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
０
１
流
山
市
東

深
井
９
８
６
―
１
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
２
―
２
３
７
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座

４
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集

能
が
、
２
月
７
日
�
か
ら

２
月　

日
�
ま
で
利
用
で

１８

き
ま
せ
ん
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

　

レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
�

１５

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１６

１１

〜　

時
▽
場
所
＝
柏
駅
東

１５
口
（
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
２
階

入
口
）
▽
内
容
＝
県
立
養

護
学
校
流
山
高
等
学
園
の

生
徒
が
製
作
し
た
縫
製
品
、

染
め
織
物
、
陶
磁
器
な
ど

の
販
売
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

　

東
葛
地
区
「
認
知
症
対

策
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

（
千
葉
県
、
同
実
行
委
員

会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１２

１５

＝
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
（
我
孫
子
市
）
▽

内
容
＝
長
谷
川
和
夫
さ
ん

（
認
知
症
介
護
研
究
・
研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
）
に

よ
る
基
調
講
演
な
ど
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
質
問

を
明
記
）
で
千
葉
県
福
祉

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
へ

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
�
７
１
６
５
―

２
８
８
１
／
�
７
１
６
５

―
２
８
８
２

　

労
働
問
題
・
年
金
な
ん

で
も
無
料
相
談
会

　

▽
相
談
日
＝
毎
月
第
２ 

・
４
日
曜
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
、　

時
〜　

時
▽

１２

１３

１５

場
所
＝
千
葉
県
社
会
保
険

労
務
士
会
東
葛
支
部
事
務

局
※
松
戸
社
保
隣
▽
定
員

＝
各
日　

人
（
先
着
順
）

１０

▽
内
容
＝
労
働
問
題
、
年

金
関
係
の
相
談
（
１
人
約

　

分
）
▽
申
し
込
み
＝
土

３０・
日
曜
、
祝
日
を
除
く　
１０

時
〜　

時
に
電
話
で
社
会

１５

保
険
労
務
士
会
東
葛
支
部

事
務
局
へ

　

□問
 

社
会
保
険
労
務
士
会

東
葛
支
部
事
務
局
�
０
４

７
―
３
４
５
―
９
９
９
２

　

福
祉
の
し
ご
と
土
曜
面

談
会
（
ミ
ニ
フ
ェ
ア
）

　

▽
日
時
＝
２
月
３
日
�

　

時
〜　

時　

分
（
受
け

１２

１５

３０

付
け
は　

時　

分
〜
）
▽

１１

３０

場
所
＝
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
▽
対
象

＝
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
来
所
登
録
者
※
当
日

の
登
録
も
で
き
ま
す
▽
内

容
＝
福
祉
施
設
等
に
就
職

を
希
望
す
る
方
と
、
求
人

の
あ
る
社
会
福
祉
施
設
等

の
代
表
者
と
の
個
人
面
談

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―
２
４

８
―
１
２
９
４
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平成１９年２月１日（木曜日）　　　（　）８第１１３１号
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古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

日　程・催し物会　場
１０日�・２４日�　チャレンジ大会
１７日�　　　　　卓球教室

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

１０日�　みんなで作ろう楽しい工作
２４日�　マンカラ大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

５日�～１０日�　バレンタインのカード作り
２４日�　ドッジボール大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

５日�～１０日�　カード作り
２８日�　わらべうたであそぼう（１歳半～）

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

１７日�　卓球大会
２３日�　わらべうたであそぼう（１・２歳児）

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１０日�　卓球教室
２６日�　ママとベビーの体操

野々下児童センター
�７１４５－９５００

１７日�　ドッジボール大会
２０日�～２８日�　おひなさま作り

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１９日�　作ってあそぼう!!
２３日�　お誕生会

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター２月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

����������������������������
����������������������������
����������������������������
乳幼児を持つ方の交流の場（２月）乳幼児を持つ方の交流の場（２月）

【子育てサロン】
　▽期日／内容＝①９日�／簡単おやつでティータイム（飲
み物とお手拭を持参、先着２０組）②１６日�／リズムにあわ
せてプレリトミック（先着２０組）③２３日�／わらべうたで
あそぼうよ▽時間＝１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館▽参
加費＝無料（①は子ども１人につき２００円）▽申し込み＝電
話で文化会館へ（③は申し込み不要）

【中央ひだまりサロン】
　▽期日＝６日・１３日・２０日・２７日の火曜▽時間＝１０時３０分
～１２時▽場所＝文化会館▽内容＝保育ボランティアグルー
プ「ひだまり」のメンバーとの遊びやおしゃべりなど※参
加費無料、申し込み不要

【南流山ひだまりサロン】
　▽日時＝１５日�１０時３０分～１２時▽場所＝南流山福祉会館
▽内容＝「中央ひだまりサロン」と同じ※参加費無料、申
し込み不要
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
子
育
て
と
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
に
つ
い
て
の
講
座
や
、
市
民
企
画
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
食
育
を
考
え
る

料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

女
性
の
生
き
方
を
考
え
る

市
民
企
画
の
食
育
料
理
教
室
も

男女共同参画
　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
現

代
社
会
に
お
け
る
女
性
の

生
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
方
法
、
子
育
て
中
の
方

の
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
を

学
び
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２２

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

女
性
／　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
講
師
＝
木
本
比
路
美
さ

ん（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
企
画
政
策

課
男
女
共
同
参
画
室
へ
※

２
歳
か
ら
就
学
前
児
の
一

時
保
育
（
要
予
約
）
あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

�
　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る

手
近
な
野
菜
を
使
っ
た
朝

食
づ
く
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を

学
び
ま
す
。こ
の
講
座
は
、

食
育
料
理
教
室

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
朝

ご
は
ん
」

市
民
か
ら
募
集
し
た
企
画

で
、
食
育
を
健
康
都
市
の

推
進
と
男
女
共
同
参
画
の

視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２５

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１２

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
４
０
０
円（
材

料
代
な
ど
）
▽
講
師
＝
上

原
悠
子
さ
ん
（
料
理
研
究

家
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

へ
※
２
歳
か
ら
就
学
前
児

の
一
時
保
育
（
要
予
約
）

あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
３
〜
４
日
、ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
で

　

県
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
の
高
揚

と
、
県
内
で
活
躍
す
る
男

女
共
同
参
画
団
体
や
個
人

の
学
習
や
実
践
活
動
の
発

表
・
交
流
の
場
と
し
て
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
３
月
３
日
�
・

４
日
�　

時
〜　

時
▽
場

１０

１７

所
＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
内
容

＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
野

菜
市
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

な
ど
の
ほ
か
、
３
日　

時
１０

　

分
か
ら
は
映
画
「
ス
タ

３０ン
ド
ア
ッ
プ
」
無
料
上
映

会
（
高
校
生
以
上
対
象
）、

４
日　

時
か
ら
は
公
開
講

１０

座
「
再
就
職
成
功
す
る
人

し
な
い
人
」
を
予
定
▽
参

加
費
＝
無
料
※
上
映
会
お

よ
び
公
開
講
座
の
申
し
込

み
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を
。
一
時
保
育

（
要
予
約
）
あ
り

　

□問
 

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
�

７
１
４
０
―
８
６
０
２

小
・
中
学
生
の
選
挙
啓
発
作
品

小
・
中
学
生
の
選
挙
啓
発
作
品

各
賞
の
受
賞
者
決
ま
る

各
賞
の
受
賞
者
決
ま
る

�
　

市
内
小
・
中
学
生
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
、
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー 

・
標
語
作
品

の
県
入
賞
者
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

〈
敬
称
略
〉

　

▽
県
最
優
秀
賞
＝
榎
本

康
平
（
常
盤
松
中
１
年
）

健
や
か
な
街
は
地
域
か
ら

健
や
か
な
街
は
地
域
か
ら

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
募
集

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
募
集

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
地
域

に
密
着
し
た
健
康
的
な
食

生
活
や
総
合
的
な
健
康
づ

く
り
を
普
及
・
推
進
さ
せ

る
た
め
、
栄
養
講
座
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
活
動

を
、
市
内
各
地
区
で
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
任
期

中
に
欠
員
の
出
た
小
学
校

区
に
つ
い
て
推
進
員
を
募

集
す
る
も
の
で
す
。

　

▽
対
象
／
定
員
＝
健
康

づ
く
り
に
熱
意
と
関
心
の

あ
る
市
民
／
欠
員
の
あ
る

小
学
校
区
に
つ
き
若
干
名

▽
任
期
＝
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
▽
申
し
込
み
＝
２

月　

日
ま
で
に
電
話
で
保

２０

健
セ
ン
タ
ー
へ
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　地区栄養講座などで活躍する健康づくり推進員

�
　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１５

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
野

菜
を
使
っ
た
簡
単
お
や
つ

づ
く
り
▽
参
加
費
＝
１
０

０
円
（
材
料
代
）
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

健
康
づ
く
り
推
進
員

健
康
づ
く
り
推
進
員

２
ブ
ロ
ッ
ク
栄
養
講

２
ブ
ロ
ッ
ク
栄
養
講

座座

▽
県
優
秀
賞
＝
川
辺
若
奈

（
江
戸
川
台
小
５
年
）、石

井
裕
樹
（
南
部
中
１
年
）、

竹
村
祐
美
（
東
深
井
中
３

年
）
▽
県
優
良
賞
＝
今
井

里
菜（
江
戸
川
台
小
５
年
）

▽
県
佳
作
＝
三
谷
大
樹（
江

戸
川
台
小
５
年
）、池
田
泰

菜
（
鰭
ケ
崎
小
６
年
）、
大

宮
由
芽
（
北
部
中
１
年
）、

伊
予
恵
美
（
八
木
中
３

年
）、
菊
池
美
穂
（
八
木
中

３
年
）

�
　

市
内
小
・
中
学
生
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
選
挙
啓
発

書
初
め
作
品
の
審
査
会
が

１
月　

日
に
行
わ
れ
、
東

２２

部
中
学
校
３
年
の
鵜
澤
綾

女
さ
ん
ら
５
人
が
入
賞
し

ま
し
た
。
入
選
作
品
は
、

今
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山

店
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

　

▽
市
長
賞
＝
鵜
澤
綾
女

（
東
部
中
３
年
）
▽
市
議

選
挙
啓
発
書
初
め

会
議
長
賞
＝
川
口
愛
（
八

木
中
２
年
）
▽
市
教
育
長

賞
＝
真
保
佳
央
（
八
木
南

小
６
年
）
▽
市
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
賞
＝
須
郷

友
理
香
（
昭
和
女
子
大
付

属
昭
和
小
４
年
）
▽
市
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長

賞
＝
家
喜
梓
（
西
初
石
中

１
年
）

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

公民館学習グループ発表会

男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
講
座
「
輝
く

自
分
に
な
る
た
め
に
」

木本比路美さん

　公民館では、日ご
ろ公民館で学習活動
を行っている生涯学
習グループの発表会
を別表のとおり開催
します。体験コーナ

ーなどもありますので気軽にお立ち寄りください。
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

［展示の部］

内　容期　日会　場

書道、手芸、ビー
ズ工芸

２月２４日�・２５日�文化会館

書道、木目込人形
（真多呂人形）

２月２４日�・２５日�南流山センター

パソコン体験コー
ナー、油絵、書道、
パンフラワー、洋
裁

３月３日�・４日�東部公民館

※展示時間は、土曜（１０時～１６時）、日曜（１０時～１５時３０分）

［発表の部］

内　容期　日会　場

煎茶道茶会２月２４日�１０時～１５時南流山センター

カントリーダンス２月２５日�１２時～１５時南流山センター

煎茶道茶会３月１８日�１０時～１５時初石公民館
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